



























後の 2002年 8月には文部科学省から rf聞に応じた指導に関する指導資料 一発展的
な学習や補充的な学習の推進一」が，さらにその約 l年後の 2003年 10月には「初等
中等教育における当面の教育課程及び指導の充実・改善方策について」が公にされ，
わずか l年半という短期間に教育の方向が大きく変更された 2)。一人の教員の勤務年





















が記されている。 http://www.mext.go.jp/b_ menu!houdou/14/08/020818 
また， 2003年 10月には， r初等中等教育における当額の教育課程及び指導の充実・改善方策
についてjが発表され，各学年の教育内容のよ狼に対する規制の緩和等が記されている。














































. Analyze the following computations. Explain what is wrong each case. 
a. 1 3 5 b. 8 7 c. 5 7 d. 5 6 
十 47 +25 -38 -18 
172 1012 21 48 
• Tira， a forth grader， performs addition by adding and subtracting the same number. She 
added as follows: 
39 39+1 40 
+84 → +84-1 →十 83 
123 

























































期間・対象:2002年度前期 40名， 2002年度後期 49名
講義内容:



































系統と総合のいずれを重視すべき P 講義開始 講義終了
系統を重視 89も 0% 
どちらかといえば系統を重視 35% 52% 
ちらかといえば総合を霊視 49% 39% 
総合を重視 8% 3% 
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